
臨床研修カリキュラム 

養成コース [  形成外科  ] 

 

全体目標：外科の基本を身につけ、形成外科の基本手技・創傷管理を身につける 

個別目標： 

 1 カ月、1.5 カ月 2 ヶ月以上（再ローテーションを含む） 

左記に加えて下記の事項ができる 

１ 患者診察・診療記録の適切な記載が出来る。  

２ 創の観察、適切な処置（切開、縫合など）ができる。  

３ 適切な外用剤・創傷被覆材の選択ができる。  

４ 皮膚腫瘍切除などにおいて適切な局所麻酔ができ

る。 

 

５ 局所のブロックができる。  

６ 皮膚小腫瘍の摘出、切除が出来る。  

７ 外傷の縫合ができる。  

８ 適切な真皮縫合、表皮縫合、結紮ができる。  

９ 手術の器械、体位などの準備ができる。  

10 ドレーン固定、刺入ができる。  

11 シーネの適切な装着ができる。  

12 皮弁採取部の閉鎖ができる。  

13 植皮（簡単なもの）ができる。  

14 簡単な局所皮弁ができる。  

15 熱傷の局所処置・全身管理ができる。  

16 悪性腫瘍の診断、検査ができる  

17 上級医・指導医の指導監督のもとで病状説明ができ

る。 

 

方略： 

病棟で５-１０人程度の患者を受け持ち、上級医・指導医の指導のもと受け持ち医として主体的に診療する。 

・ 教授回診…週１回（火）。受け持ち患者に関してプレゼンテーションを行う。また手術予定の患者に関して方針を説明

する。 

・朝カンファレンス…週１回（火）。前週手術患者につきプレゼンテーションの用意をする。 

・夕カンファレンス…週 2 回（火、金）次週手術予定などにつきプレゼンテーションする。 

・その他、地方会などに積極的に参加する。 

評価： 

・ＥＰＯＣⅡによる評価を行う 

・修了時に評価表（研修医の経験内容等に関する自己評価および呼吸器内科の指導体制等に関する評価を記載）を提

出。評価表は呼吸器内科のスタッフ・シニア以上のレジデント、全てが共有する。 

・ローテーション中に養成コース長による面接評価を行う。 


